
数学 NO.１９
〈解答〉

1　⑴　
２２0x＋３３0y＝５7２0
３３0x＋２２0y＝５7２0－４４0｛ 　　⑵　１４３0円

2　⑴　 ３通り　　⑵　 ５１２
3　⑴　a＝ １，b＝－ ３　　⑵　（１２， 9 ）　　⑶　１４４５ ㎝

２

配点　各 ２点　１４点満点

〈解説〉
1　⑴ 　最初に母親から買ってくるように頼まれていた商品Ａの個数を x 個，商品Ｂの個

数を y 個とすると，その合計の代金が５7２0円であることから，
　　　　　２２0 x＋３３0 y＝５7２0      …①
　　　 という式が成り立つ。また，商品Ａの個数と商品Ｂの個数を逆にして買ったため，

４４0円余ったことから，
　　　　　３３0 x＋２２0 y＝５7２0－４４0    …②
　　　という式が成り立つ。
　　⑵　①，②の両辺を１１0で割って，
　　　　　 ２ x＋ ３ y＝５２         …①´
　　　　　 ３ x＋ ２ y＝４8         …② 　́　　
　　　①´× ３－ ②´× ２より， ５ y＝６0
　　　　　　　　　　　　　　　   y＝１２
　　　これを①  ́に代入して， ２ x＋３６＝５２
　　　　　　　　　　　　　　 　　   x＝ 8
　　　 したがって，最初に商品Ａを 8個，商品Ｂを１２個買ってくるように頼まれていたこ

とになり，これは問題に合う。 8と１２の最大公約数は ４なので，
　　　　　m＝ 8÷ ４ ＝ ２
　　　　　n＝１２÷ ４ ＝ ３
　　　 より，母親は ２個ずつの商品Ａと ３個ずつの商品Ｂを １セットとして，全部で ４セ

ットを配る予定であった。したがって， １セットにかかる費用は
　　　　　２２0× ２ ＋３３0× ３ ＝１４３0〔円〕



2　得点 a と得点 b について，すべての場合は下の表のようになる。

大輔さんの目
１ ２ ３ ４ ５ ６

美
咲
さ
ん
の
目

１ 2 ： 4 2 ： 5 2 ： 6 2 ： 7 2 ： 8 2 ： 9
２ 4 ： 4 4 ： 5 4 ： 6 4 ： 7 4 ： 8 4 ： 9
３ 6 ： 4 6 ： 5 6 ： 6 6 ： 7 6 ： 8 6 ： 9
４ 8 ： 4 8 ： 5 8 ： 6 8 ： 7 8 ： 8 8 ： 9
５ 10： 4 10： 5 10： 6 10： 7 10： 8 10： 9
６ 12： 4 12： 5 12： 6 12： 7 12： 8 12： 9

＊枠内は，得点 a （美咲の得点）：得点 b （大輔の得点）
　
　⑴　表より，a ＝  b になるのは，
　　　　（ a，b ）＝（ ４，４  ），（ ６，６），（ 8，8）
　　の ３通りである。なお，これらの得点になるときの ２人の目は，それぞれ
　　　　（美咲，大輔）＝（ ２，１），（ ３，３），（ ４，５）
　　である。
　⑵　表より，大輔さんが勝つ（ a ＜ bになる）のは，
　　　　（ a，b ）＝（ ２，４），（ ２，５），（ ２，６），（ ２，7），（ ２，8），
　　　　　　　　   （ ２，9），（ ４，５），（ ４，６），（ ４，7），（ ４，8），
　　　　　　　　   （ ４，9），（ ６，7），（ ６，8），（ ６，9），（ 8，9）
　　の１５通りである。なお，これらの得点になるときの ２人の目は，それぞれ
　　　　（美咲，大輔）＝（ １，１），（ １，２），（ １，３），（ １，４），（ １，５），
　　　　　　　　　　　 （ １，６），（ ２，２），（ ２，３），（ ２，４），（ ２，５），
　　　　　　　　　　　 （ ２，６），（ ３，４），（ ３，５），（ ３，６），（ ４，６）
　　である。したがって，求める確率は

　　　　１５３６＝
５
１２

3　⑴　点Ｂ（ ３，0），Ｃ（ 0，－ ３）は，どちらも関数㋑のグラフ上の点なので，

　　　　　a＝ 0－（－ 3） ３ － 0
　　　　　  ＝  1
　　　である。また，点Ｃの位置は関数㋑のグラフの切片なので，
　　　　　b＝－ 3
　　⑵ 　点Ｄは関数㋐のグラフと関数㋑のグラフの交点なので，これらのグラフの式を連

立方程式として解いた解が，点Ｄの x 座標，y 座標になる。

　　　　　関数㋐の式：y ＝ １３ x ＋ ５



　　　　　関数㋑の式：y ＝  x － ３
　　　関数㋑の式を関数㋐の式に代入して，

　　　　　x－ ３ ＝ １３ x ＋ ５
　　　    ３ x－ 9 ＝x ＋１５
　　　　 ３ x－ x＝１５＋ 9
　　　　　   ２ x ＝２４
　　　　 　　  x ＝１２
　　　これを関数㋑の式に代入して，
　　　　　y ＝１２ － ３
　　　　　   ＝ 9
　　　よって，Ｄ（１２，9 ）

　　⑶　ＡＰ：ＰＢ＝ １： １なので，下の図より，
　　　　　△ＡＰＤ＝△ＢＰＤ

　　　　　　　　＝ １２ △ＡＢＤ    …Ⅰ

　　　である。また，ＢＱ：ＱＤ＝ ２： ３なので，

　　　　　△ＤＰＱ＝△ＢＰＤ× ３
２ ＋ ３

　　　　　　　　＝ ３５  △ＢＰＤ   …Ⅱ

　　　である。

　　　ここで，
　　　　　△ＡＢＤ＝△ＡＣＤ－△ＡＣＢ
　　　であり，
　　　　　Ａ（ 0，５），Ｂ（ ３，0），Ｃ（ 0，－ ３），Ｄ（１２，9 ）
　　　であることから，

　　　　　△ＡＣＤ＝ １２ × 8 ×１２

　　　　　　　　＝４8〔㎝２〕



　　　　　△ＡＣＢ＝ １２ × 8 × ３

　　　　　　　　＝１２〔㎝２〕
　　　となり，
　　　　　△ＡＢＤ＝４8 －１２
　　　　　　　　＝３６〔㎝２〕
　　　なので，Ⅰ，Ⅱより，

　　　　　△ＡＰＤ＝△ＢＰＤ＝ １２  △ＡＢＤ

　　　　　　　　　　　　  ＝ １２ ×３６

　　　　　　　　　　　　  ＝１8〔㎝２〕

　　　　　△ＤＰＱ＝ ３５ △ＢＰＤ

　　　　　　　　＝ ３５ ×１8

　　　　　　　　＝ ５４５〔㎝
２〕

　　　以上より，
　　　　　四角形ＡＰＱＤ＝△ＡＰＤ＋△ＤＰＱ

　　　　　　　　　　   ＝１8＋ ５４５

　　　　　　　　　　   ＝１４４５  〔㎝２〕


